
厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、

警
察
庁
の
統
計
を
基
に
し
た
２

０
２
５
年
の
年
間
自
殺
者
数
（
暫

定
値
）
に
つ
い
て
、
過
去
最
少

の
１
万
９
０
９
７
人
だ
っ
た
と

発
表
。
１
９
７
８
年
の
統
計
開

始
以
来
、
初
め
て
２
万
人
を
下

回
っ
た
が
、
小
中
高
生
は
５
３

２
人
で
過
去
最
多
を
更
新
。

自
殺
者
数
は
前
年
確
定
値
か

ら
１
２
２
３
人
減
り
、
３
年
連

続
で
減
少
し
た
。
男
性
１
万
３

１
１
７
人
、
女
性
５
９
８
０
人

だ
っ
た
。
人
口
10
万
人
当
た
り

の
自
殺
者
数
（
自
殺
死
亡
率
）

は
15
・
４
人
。
厚
労
省
は
「
中

高
年
男
性
の
自
殺
が
減
少
し
て

お
り
、
事
業
不
振
や
負
債
を
動

機
と
す
る
件
数
も
減
っ
て
い

る
」
と
分
析
。

年
代
別
で
は
、
19
歳
以
下
以

外
は
前
年
か
ら
減
少
。
職
業
別

で
見
る
と
、
学
生
・
生
徒
ら
が

１
０
７
４
人
。
う
ち
小
中
高
生

は
５
３
２
人
（
前
年
比
３
人

増
）
で
、
２
年
連
続
で
統
計
開

始
の
80

年
以
降
最
多
と
な
っ

た
。
小
学
生
10
人
、
中
学
生
１

７
０
人
、
高
校
生
３
５
２
人

で
、
20
年
ご
ろ
か
ら
高
止
ま
り

し
て
い
る
。
高
校
生
や
女
子
中

学
生
で
多
く
、
心
の
健
康
問
題

が
悪
化
し
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。
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■
お
か
ず
と
認

定
す
る
料
理
／
レ

タ
ス
ク
ラ
ブ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で

「
ご
飯
の
お
供
と

し
て
食
べ
ら
れ
る
〈
お
か
ず
認

定
〉
す
る
料
理
」
の
ト
ッ
プ
は

「
コ
ロ
ッ
ケ
」
だ
っ
た
。
ベ
ス

ト
10
は
次
の
と
お
り
―

①
コ
ロ
ッ
ケ

73
％

②
刺
身

72
％

③
焼
き
鳥

66
％

④
お
で
ん

60
％

⑤
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー

57
％

⑥
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物

50
％

⑦
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

49
％

⑧
さ
つ
ま
い
も
の
天
ぷ
ら
45
％

⑨
冷
や
や
っ
こ

42
％

⑩
湯
豆
腐

39
％

と
い
う
結
果
に
。
炭
水
化
物

と
炭
水
化
物
の
ぶ
つ
か
り
合
い
、

あ
っ
さ
り
し
す
ぎ
…
様
々
な
理

由
か
ら
「
ご
飯
が
進
ま
な
い
」

「
そ
れ
で
も
お
か
ず
に
な
る
」

と
賛
否
両
論
が
あ
る
も
の
の
中

か
ら
選
ん
だ
。
11
位
に
は
「
茶

碗
蒸
し
」
が
あ
る
。

小
中
高
生
は
５
３
２
人
で
過
去
最
多
を
更
新

厚 生 労 働 省

自
殺
、
初
め
て
２
万
人
下
回
る

住所・担当者氏名・Ｅメールアドレスなどの

072-874-5519
＊最近、パスワードを送っても、戻って来る場合が増
えています。メールアドレスや担当者が変わった場合
は至急 info@kouhou-c.jp へご連絡ください。

機関紙広報研究センター(広報センター)

第
791
号

年間自殺者数の推移

（人）

(年)

0
1978

全体

過去最少

3万4427人

202520202015201020052000199519901985

男性

女性

（2003 年）

1 万9097 人

1 万 3117 人

5980 人5000
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（厚生労働省まとめ 2025 年は暫定値）
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４コマと家庭欄のコーナー ＊機関紙広報研究センターのメールマガジンを読みましょう。

メールアドレスを広報センターにお知らせください。

明
治
に
な
っ
て
全
国
か
ら

人
が
東
京
に
集
ま
り
だ
す

と
、
江
戸
っ
子
好
み
の
夜
鳴

き
そ
ば
よ
り
も
、
か
ら
だ
の

中
ま
で
あ
た
た
ま
る
感
じ
の

鍋
焼
き
う
ど
ん
が
歓
迎
さ
れ

た
。う

ど
ん
は
、
奈
良
時
代
に

中
国
の
唐
か
ら
伝
え
ら
れ
、

熱
く
煮
て
食
べ
る
こ
と
か
ら

「
饂
飩(

う
ん
ど
ん)

」
と
呼

ば
れ
た
と
い
う
の
が
語
源
と

い
う
か
ら
、
鍋
焼
き
う
ど
ん

な
ど
は
、
熱
く
煮
る
と
い

う
、
う
ど
ん
本
来
の
あ
り
方

に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
小
麦
粉
を
こ
ね
て
細
く

伸
ば
し
た
そ
う
め
ん
も
同
じ

こ
ろ
伝
わ
っ
て
い
る
。

て
ん
ぷ
ら
の
語
源
は
、
調

理
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
のt

e
m
p
e
r
a

で

あ
る
ら
し
い
が
、
古
く
、
中

世
末
期
に
キ
リ
ス
ト
教
の
宣

教
師
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ

け
に
、
ほ
か
に
も
諸
説
が
。

例
え
ば
、
油
を
天
麩
羅
と

書
い
て
音
読
し
た
も
の
だ
と

か
、
宗
教
用
語t

e
m
p
o
r
a

か

ら
来
た
も
の
だ
と
い
う
も
の

も
あ
る
。

江
戸
時
代
に
、
蜀
山
人

(

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん)

が
「
左

に
盃
を
上
げ
、
右
に
て
ん
ぷ

ら
を
杖
つ
き
て
」
と
書
い
て

い
る
。
屋
台
で
安
い
魚
な
ど

を
串
に
さ
し
て
食
べ
る
低
級

な
食
べ
物
だ
っ
た
。

て
ん
ぷ
ら

う
ど
ん
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今月のカット
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コラムのページ

コ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ

独
自
の
タ
イ
ト
ル
を
作
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
毎
号
同
じ
も
の
を
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

下のコラムの空白部分に好きなタ
イトルを選んで張ります。毎号同
じものを使うようにして、継続性
を印象づけましょう。

タイトルを選ぶ

厚
労
省
が
２

０
２
４
年
の
国

民
健
康
・
栄
養

調
査
の
結
果
を

公
表
。
習
慣
的

に
喫
煙
し
て
い

る
人
は
14
・
８

％
で
、
過
去
12
年
間
で
最
低
と

な
っ
た
◆
調
査
は
コ
ロ
ナ
禍
の

20
、
21
年
を
除
い
て
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
24
年
は
10
～
11
月

に
実
施
。
無
作
為
抽
出
し
た
２

万
５
８
１
６
世
帯
の
う
ち
１
万

４
１
４
世
帯
か
ら
回
答
を
得
た

◆
た
ば
こ
を
毎
日
か
時
々
吸
う

と
回
答
し
た
人
は
14
・
８
％
で
、

男
性
24
・
５
％
、
女
性
６
・
５

％
。
男
性
の
40
～
50
代
で
は
３

割
を
超
え
た
。
12
年
は
全
体
で

２
割
を
超
え
て
い
た
が
、
そ
の

後
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
は
22
年
と
並
ん
で
最
も
低

い
割
合
だ
っ
た
◆
と
は
い
え
、

小
生
の
周
り
に
は
「
や
め
ら
れ

な
い
」
人
も
結
構
い
る
。

３
月
の
花
は

パ
ン
ジ
ー
、
白

木
蓮
。
誕
生
石

は
ア
ク
ア
マ
リ

ン
、
サ
ン
ゴ
。

二
十
四
節
気
は

啓
蟄
（
け
い
ち

つ
）
が
５
日
、
春
分
の
日
が
20

日
◆
ご
存
知
の
と
お
り
春
分
の

日
、
秋
分
の
日
を
中
日
と
し
て

そ
の
前
後
７
日
間
を
「
彼
岸
」

と
呼
ぶ
。
初
日
は
「
入
り
」
最

終
日
を
「
明
け
」
と
呼
ぶ
◆
彼

岸
と
は
も
と
も
と
仏
教
の
言
葉

で
、
迷
い
の
な
い
悟
り
の
世

界
、
仏
教
上
の
最
高
の
境
地
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
一
般
の
風

習
と
し
て
は
、
お
寺
や
お
墓
に

参
り
お
だ
ん
ご
な
ど
を
仏
壇
に

供
え
る
◆
彼
岸
に
欠
か
せ
な
い

お
は
ぎ
は
、
小
豆
の
赤
い
色

が
、
災
難
が
身
に
降
り
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
お
ま
じ
な
い

の
効
果
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、

供
え
物
と
な
っ
た
。

レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金

属
）
に
分
類
さ
れ
る
鉱
物

の
う
ち
、
ネ
オ
ジ
ム
や
イ

ッ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
17
種
類

の
総
称
。
自
動
車
や
精
密

機
器
な
ど
幅
広
い
製
品
に

不
可
欠
で
「
産
業
の
ビ
タ

ミ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

中
国
が
採
掘
で
約
７
割
、

精
錬
で
約
９
割
の
シ
ェ
ア

を
持
つ
。
今
年
に
入
り
、

日
本
は
世
界
初
の
試
み
と

し
て
南
鳥
島
近
海
で
レ
ア

ア
ー
ス
の
試
験
採
掘
を
行

っ
て
い
た
地
球
深
部
探
査

船
が
、
レ
ア
ア
ー
ス
を
含

む
と
さ
れ
る
泥
の
回
収
に

成
功
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
６
０
０
０
メ
ー
ト
ル

の
海
底
か
ら
の
回
収
は
世

界
初
の
試
み
。

レ
ア
ア
ー
ス

桜
の
便
り
が

聞
こ
え
る
の
は

も

う

少

し

先

か
。
日
本
を
象

徴
す
る
の
は
桜

や
菊
だ
が
、
国

花
と
し
て
決
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
◆
世
界
で

国
花
が
決
ま
っ
て
い
る
の
は
約

50
カ
国
と
か
。
メ
キ
シ
コ
の
ダ

リ
ア
や
韓
国
の
ム
ク
ゲ
、
な
ど

だ
。
国
花
で
は
な
い
草
花
も
そ

れ
ぞ
れ
の
民
族
に
愛
さ
れ
て
い

る
◆
米
国
に
は
国
花
は
な
い
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
日
本
が
贈
っ

た
桜
が
植
え
ら
れ
、
大
戦
中
も

刈(

か)

ら
れ
ず
に
咲
き
続
け

た
。
そ
の
米
国
で
移
民
を
一
律

に
拒
否
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
手
法
に
、
猛
反
発
も
◆
戦
後

日
本
で
耕
作
放
棄
地
の
休
耕
田

に
米
国
か
ら
の
ブ
タ
ク
サ
が
茂

り
大
弱
り
。
が
、
解
決
策
は
休

耕
田
の
手
入
れ
だ
っ
た
。
そ
の

教
訓
を
生
か
し
た
い
。
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日
本
の
労
組
の
組
織
率
は
、

厚
生
労
働
省
の
「
労
働
組
合
基

礎
調
査
」
が
政
府
統
計
で
、
基

礎
調
査
で
は
、
労
働
組
合
の
組

織
率
は
２
０
２
４
年
時
点
で
16

・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
２
０
０

１
年
の
20
・
７
％
以
降
も
年
々

減
少
傾
向
。
政
府
統
計
の
傾
向

を
も
と
に
、
組
合
の
影
響
力
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
組
織
率
（
雇
用
者
に

占
め
る
加
入
者
の
割
合
）
は
政

府
統
計
の
倍
近
い
約
３
割
で
、

増
加
傾
向
に
あ
る
―
―
。
個
人

調
査
を
も
と
に
、
そ
ん
な
研
究

が
ま
と
ま
っ
た
。

個
人
調
査
は
、
大
阪
商
業
大

学
の
日
本
版
総
合
的
社
会
調
査

と
連
合
総
研
の
勤
労
者
短
観
。

連
合
総
研
は
、
労
働
組
合
の
中

央
組
織
、
連
合
系
の
研
究
機
関

で
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
訪
問
や

郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
サ
ン
プ
ル
調
査
だ
。
労
働
組

合
に
加
入
し
て
い
る
か
と
い
う

質
問
に
対
す
る
答
え
か
ら
組
織

率
を
算
出
す
る
と
、
日
本
版
総

合
的
社
会
調
査
で
は
23
年
に
24

・
６
％
。
勤
労
者
短
観
で
は
24

年
に
29
・
６
％
。
い
ず
れ
も
２

０
０
０
年
代
以
降
、
上
昇
傾
向

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

政
府
統
計
と
個
人
調
査
の
違

い
は
基
礎
調
査
の
方
法
で
、
回

答
漏
れ
や
行
財
政
改
革
で
自
治

体
の
調
査
体
制
が
弱
く
な
っ
て

い
る
影
響
も
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
賃
上
げ
や
労
働
環
境
改
善

の
交
渉
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
。労

働
者
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す

る
仕
組
み
は
重
要
で
、
そ
の
把

握
方
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
言
え
そ
う
だ
。

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国

の
児
童
相
談
所
（
児
相
）
が

２
０
２
４
年
度
に
対
応
し
た

虐
待
相
談
件
数
が
22
万
３
６

９
１
件
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

過
去
最
多
だ
っ
た
前
年
度
よ

り
１
８
１
８
件
（
０
・
８
％
）

減
少
し
た
が
、
依
然
と
し
て

多
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
と
、
こ
ど
も
家

庭
庁
は
危
機
感
を
持
つ
。

種
類
別
で
は
、
大
声
や
脅

し
で
恐
怖
に
陥
れ
る
「
心
理

的
虐
待
」
が
13
万
３
０
２
４

件
（
前
年
度
比
１
・
４
％
減
）

と
全
体
の
６
割
を
占
め
た
。

児
童
虐
待
は
24
年
度
に
22
万
件
超
え
る

総
合
転
職
サ
イ
ト
『
エ
ン
転

職
』
は
こ
の
ほ
ど
、
ユ
ー
ザ
ー

を
対
象
に
実
施
し
た
「
労
働
時

間
規
制
緩
和
・
残
業
」
の
意
識

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

首
相
が
検
討
を
指
示
し
た

「
労
働
時
間
規
制
緩
和
」
に
対

す
る
印
象
に
つ
い
て
、
57
％
が

「
良
い
」
と
回
答
、
理
由
と
し

て
は
、
「
労
働
時
間
の
希
望
を

実
現
し
や
す
く
な
る
」
「
収
入

の
増
加
が
目
指
せ
る
」
が
上
位

に
挙
が
っ
た
。
し
か
し
、
実
際

に
増
や
し
た
い
人
は
１
割
程
度

に
留
ま
っ
た
。

労
働
時
間
規
制
緩
和
検
討
は

連
合
総
研
な
ど
が
サ
ン
プ
ル
調
査
で
判
明

個人調査と行政調査の違い

労組組織率「実は３割」、増加傾向も

「
心
理
的
」
が
６
割
／
こ
ど
も
家
庭
庁
集
計

労働組合の組織率

14

（％）

(年)

2001 2024

勤労者短観

16

18

20

22

24

26

28

30

(連合総研、Web 調査、全国)

日本版総合的社会調査
(大阪商業大学)

労働組合基礎調査 (厚生労働省)

2005 2010 2015 2020
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総
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

労
働
市
場
に
参
加
す
る
人
を
示

す
労
働
力
人
口
が
２
０
２
５
年

平
均
で
７
０
０
４
万
人
と
な

り
、
初
め
て
７
０
０
０
万
人
を

超
え
た
。
女
性
と
高
齢
者
の
労

働
参
加
が
進
ん
だ
こ
と
が
押
し

上
げ
要
因
で
、
３
年
連
続
で
最

多
を
更
新
し
た
。

労
働
力
人
口
は
15
歳
以
上
人

口
の
う
ち
、
就
業
者
と
完
全
失

業
者
の
合
計
。
１
９
８
６
年
に

６
０
２
０
万
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
６
０
０
０
万
人
台
で
推
移

し
て
き
た
。
日
本
の
総
人
口
は

08
年
を
ピ
ー
ク
と
し
11
年
以
降

は
減
少
が
続
く
が
、
女
性
や
高

齢
者
を
中
心
に
、
労
働
参
加
の

裾
野
が
広
が
っ
た
。

12
年
の
６
５
６
５
万
人
か
ら

増
加
傾
向
が
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
一
時
減
少
し
た
も
の
の
、
24

年
は
６
９
５
７
万
人
だ
っ
た
。

25
年
の
就
業
者
数
は
47
万
人

増
の
６
８
２
８
万
人
で
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
完
全
失
業
者
数

は
24
年
と
同
じ
１
７
６
万
人
だ

っ
た
。
15
歳
以
上
人
口
に
占
め

る
労
働
力
人
口
の
割
合
を
示
す

労
働
力
人
口
比
率
は
63
・
８
％

と
な
り
、
５
年
連
続
で
上
昇
し

た
。増

加
幅
が
大
き
い
女
性
の
労

働
力
人
口
は
３
２
０
０
万
人

で
、
05
年
の
２
７
５
０
万
人
か

ら
20
年
間
で
４
５
０
万
人
増
え

た
。
65
歳
以
上
の
男
女
は
９
６

０
万
人
で
、
05
年
の
５
０
４
万

人
か
ら
４
５
６
万
人
増
え
た
。

政
府
は
、
育
児
・
介
護
休
業

法
の
段
階
的
な
拡
充
や
企
業
へ

の
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
義
務

な
ど
、
就
労
拡
大
を
図
っ
て
き

た
。
女
性
で
期
間
の
定
め
の
な

い
正
規
労
働
者
が
増
え
、
安
定

的
に
就
業
者
数
が
積
み
重
な
っ

て
い
っ
た
結
果
、
７
０
０
０
万

人
に
達
し
た
よ
う
だ
。

物
価
高
に
対
応
し
た
食
料
支
援
を
早
急
に

女
性
や
高
齢
者
の
労
働
参
加
が
大
幅
増

労 働 力 人 口困
窮
す
る
若
者
の
76
％
が
昨

年
よ
り
も
食
費
が
増
加
し
、
食

事
の
回
数
や
量
を
減
ら
し
た
人

も
い
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
た
。

担
当
者
は
国
な
ど
に
対
し
「
物

価
高
に
対
応
し
た
食
料
支
援
を

早
急
に
拡
充
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
て
い
る
。

調
査
は
昨
年
11
月
、
困
窮
す

る
若
者
を
支
援
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
Ｄ
×
Ｐ
」
が
、
運
営

す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
利
用
者

を
対
象
に
実
施
。
４
４
０
人

（
平
均
21
・
３
歳
）
か
ら
有
効

回
答
を
得
た
。

昨
年
よ
り
支
出
額
が
増
え
た

項
目
（
複
数
回
答
）
は
「
食

費
」
が
最
多
で
、
１
カ
月
当
た

り
で
も
「
増
加
し
た
」
が
76
・

０
％
に
上
っ
た
。
「
変
わ
ら
な

い
」
「
減
少
し
た
」
と
も
約
６

・
０
％
だ
っ
た
。

食
費
が
増
加
し
た
と
答
え
た

人
の
対
応
策
（
複
数
回
答
）

は
、
「
安
い
食
材
を
探
す
」
が

最
も
多
く
63
・
７
％
で
、
「
量

や
回
数
を
減
ら
す
」
（
43
・
０

％
）
、
「
仕
事
を
増
や
し
た
」

（
32
・
０
％
）
が
続
い
た
。
キ

ャ
ッ
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
消
費

者
金
融
な
ど
を
利
用
し
た
と
い

う
回
答
も
目
立
っ
た
。
自
由
記

述
欄
に
は
、
「
コ
メ
も
高
く
カ

ッ
プ
麺
に
頼
る
し
か
な
く
、
食

べ
続
け
て
い
た
ら
体
調
を
崩
し

た
」
（
20
歳
女
性
）
や
、
「
ど

の
食
材
も
高
い
の
に
手
取
り
が

物
価
に
見
合
っ
て
い
な
い
」
（
19

歳
女
性
）
な
ど
の
意
見
も
。

NPO法人のアンケート

消費者金融に頼る人まで



パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
は
こ

の
ほ
ど
、
「
賃
上
げ
と
就
業
意

識
に
関
す
る
定
量
調
査
」
を
発

表
し
た
。
２
０
２
４
年
に
年
収

が
増
え
た
人
は
51
・
９
％
と
約

半
数
。
３
％
以
上
の
増
加
が
あ

っ
た
人
は
約
４
割
に
と
ど
ま
り

20
～
30
代
の
若
年
層
で
も
約
４

割
は
年
収
が
上
が
っ
て
い
な

い
。ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
人

の
う
ち
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

向
上
し
た
の
は
約
半
数
に
と
ど

ま
り
、
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
向

上
割
合
は
低
い
。
給
与
が
上
が

ら
な
い
場
合
の
行
動
と
し
て

「
転
職
」
を
挙
げ
る
人
が
26
・

０
％
。
20
代
で
は
38
・
３
％
に

上
り
、
若
年
層
ほ
ど
転
職
志
向

が
強
く
な
る
こ
と
な
ど
が
分
か

っ
た
。

詳
し
く
み
る
と
、
２
０
２
４

年
に
年
収
が
増
え
た
人
は
51
・

９
％
と
約
半
数
。
３
％
以
上
の

増
加
が
あ
っ
た
人
は
約
４
割
に

と
ど
ま
り
、
20
～
30
代
の
若
年

層
で
も
約
４
割
は
年
収
が
上
が

っ
て
い
な
い
。
24
年
の
年
収
が

上
が
っ
た
理
由
の
ト
ッ
プ
は
、

賞
与
・
ボ
ー
ナ
ス
の
増
額
で
、

次
い
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
賃
上

げ
が
あ
っ
て
も
年
代
が
上
が
る

ほ
ど
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

割
合
は
低
い
。

2026年２月25日

２
０
２
５
年
10
月
末
時
点
の

外
国
人
労
働
者
数
が
、
前
年
比

11
・
７
％
増
の
２
５
７
万
１
０

３
７
人
だ
っ
た
と
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
た
。
人
手
不
足
を
背

景
に
、
13
年
連
続
で
過
去
最
多

を
更
新
し
た
。
国
籍
別
で
は
、

最
も
多
い
ベ
ト
ナ
ム
が
６
・
２

％
増
の
60
万
５
９
０
６
人
。
次

い
で
中
国
が
５
・
７
％
増
の
43

万
１
９
４
９
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
６
・
２
％
増
の
26
万
８
６
９

人
、
ネ
パ
ー
ル
が
25
・
７
％
増

の
23
万
５
８
７
４
人
な
ど
。

８ 第791号
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増
え
た
人
は
約
半
数
、
若
年
層
で
も
４
割
が
横
ば
い

賃上げと就業意識

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ
の

ほ
ど
発
表
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
対
す
る
企
業
の
意

識
調
査
（
２
０
２
５
年
）
」
結

果
に
よ
る
と
、
23
～
25
年
の
間

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

施
し
た
企
業
は
35
・
９
％
で
、

10
年
前
よ
り
３
・
５
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
。
タ
イ
プ
別
で
は
、

「
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
が
19
・
８
％
で
最
も
高
か

っ
た
。

人
事
院
は
２
０
２
６
年
度
か

ら
、
司
法
試
験
合
格
者
が
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
受
け
ず
に
、

主
に
総
合
職
試
験
合
格
者
が
従

事
す
る
係
員
級
の
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
る
「
選
考
採
用
」
を

新
設
す
る
。
公
務
に
有
為
な
人

材
と
な
る
司
法
試
験
合
格
者
を

よ
り
柔
軟
に
誘
致
す
る
。
選
考

採
用
の
申
し
込
み
は
、
26
年
３

月
16
日
か
ら
。

司
法
試
験
合
格
者
向

け
選
考
採
用
を
新
設

企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
対
す
る
意
識
は

外
国
人
労
働
者
、
最
多
２
５
７
万
人
で
11
・
７
％

＊プロセスイノベーションとは、業務プロセスや運用フローを見直し、効率化や

成果向上を図るための新しい手法や仕組みを導入すること。

継続就業意向／3年後の給与見込み別

0

(％)

20 40 60 80

※カッコ内はｎ。40代以下ベース

10 30 50 70

67.4

61.8

49.3

27.0

31.5

（127）

（674）

（568）

（207）

（141）

10％以上 上がると思う

6～9％程度 上がると思う

1～5％程度 上がると思う

変わらないと思う

下がると思う
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腰
や
尻
や
太
も
も
の
裏
側

が
痛
む
と
い
う
人
も
多
い
は

ず
。
こ
れ
は
坐
骨
神
経
痛
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
神
経
は
腰
椎
（
よ
う

つ
い
）
か
ら
出
て
尻
、
太
も

も
を
通
っ
て
膝
の
下
に
い
く

長
い
神
経
。
日
常
生
活
の
習

慣
も
関
係
し
て
、
こ
の
神
経

の
周
り
が
圧
迫
さ
れ
症
状
が

出
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
治
療

に
役
立
つ
体
操
を
紹
介
す

る
。
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
き

筋
力
も
高
め
る
。

ま
ず
床
に
仰
向
け
に
寝
て

膝
の
曲
げ
伸
ば
し
を
７
回
。

そ
の
あ
と
両
足
を
そ
ろ
え
た

ま
ま
真
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
上

げ
下
げ
も
７
回
す
る
。
朝
、

昼
、
夜
の
３
度
す
る
。

坐
骨
神
経
痛
に
効
果
的
な
ツ
ボ
は
ど
こ
か

雲
切
れ
も

聞
こ
え
て
く
ら
き

夜
な
る
か
な

与
謝
蕪
村

一
日
中
降
っ
て
い
る
雪
は
、

ま
だ
や
み
そ
う
も
な
い
。
日
中

は
雪
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
し

て
歩
く
村
人
も
い
た
。
し
か
し

日
も
暮
れ
て
し
ま
う
と
、
あ
た

り
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ

て
い
る
。
一
人
で
家
の
中
に
い

る
と
、
寒
さ
も
あ
っ
て
わ
び
し

さ
も
つ
の
っ
て
く
る
。

戸
を
開
け
て
林
の
方
を
見
る

の
だ
が
、
雪
は
降
り
続
き
、
雪

の
白
さ
さ
え
隠
す
よ
う
に
暗
い

闇
で
あ
る
。
急
に
バ
シ
ッ
と
に

ぶ
い
音
が
響
き
渡
る
。
風
も
な

く
、
重
い
雪
な
の
で
あ
ろ
う
。

体
の
中
に
さ
え
突
き
刺
さ
る
音

だ
。

地
球
を
取
り
巻
い
て
い
る

オ
ゾ
ン
層
。
こ
の
破
壊
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
現
象
は
地
球
に
何
を
も

た
ら
す
の
か
？

オ
ゾ
ン
層
は
主
に
フ
ロ
ン

ガ
ス
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

る
。
北
極
や
緯
度
の
低
い
地

域
は
も
ち
ろ
ん
、
南
極
で
は

大
陸
の
２
倍
も
の
オ
ゾ
ン
ホ

ー
ル
が
で
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
オ
ゾ
ン
の
減
少
に
よ
っ

て
有
害
な
紫
外
線
が
急
速
に

増
え
、
皮
ふ
が
ん
や
白
内
障

が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
る
。

動
物
や
植
物
に
も
悪
い
影
響

が
出
る
。
環
境
変
化
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
む
と
ど
う
な
る
の
か

目
の
前
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
情
景
が

ウ
ェ
ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
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「
50
代
以
降
の
学
び
直
し

（
リ
ス
キ
リ
ン
グ
）
と
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
」
に
関
す
る

調
査
結
果
を
ス
ト
リ
ー
ト
ア

カ
デ
ミ
ー
が
発
表
。
同
社
運

営
の
ま
な
び
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
ス
ト
ア
カ
」
を
利
用
す
る

50
代
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
２
９

３
人
が
対
象
の
調
査
。

定
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
志
向

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

32
％
が
「
現
役
時
代
と
は
異

な
る
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
に
挑

戦
し
た
い
」
と
回
答
。
そ
の

う
ち
、
45
％
が
す
で
に
資
格

取
得
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
準
備
を
し
て
い
る
。
準

備
の
目
的
は
、
「
好
き
な
こ

と
や
得
意
分
野
を
活
か
し
て

自
己
実
現
す
る
た
め
」
や
、

「
定
年
後
の
収
入
を
確
保
」

な
ど
が
挙
が
っ
た
。

定
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
志

向
に
は
違
い
も

海
岸
近
く
の
砂
地
に
地
を

は
う
よ
う
に
生
え
て
い
る
草

が
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
だ
。

最
近
で
は
栽
培
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
生
す
る

の
は
少
な
い
。
濃
緑
色
の
葉

は
縁
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
て

白
っ
ぽ
い
。
根
は
黄
白
色
を

し
て
い
て
、
小
さ
な
ゴ
ボ
ウ

に
見
え
る
。
５
～
６
月
ご
ろ

線
香
花
火
の
よ
う
な
小
さ
な

花
を
無
数
に
付
け
る
。

明
治
時
代
に
は
栽
培
が
始

ま
っ
た
よ
う
だ
。
食
用
と
し

て
は
刺
身
の
ツ
マ
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。
軽
く
意
を
刺
激

し
て
消
化
を
助
け
る
。
葉
は

お
ひ
た
し
や
ご
ま
和
え
、
て

ん
ぷ
ら
な
ど
に
す
る
と
お
い

し
い
が
、
多
食
は
避
け
た
方

が
い
い
と
言
わ
れ
る
。

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
応
募
用
紙

◇
氏

名

◇
職

場

答え 〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

１

遠
く
の
こ
と
を
よ
く
見
聞
き
す
る

耳
目

２

パ
イ
を
横
に
曲
げ
て
テ
ン
パ
イ
を

宣
言
す
る
こ
と

３

下
駄
を
鳴
ら
し
て
○
○
が
来
る
♪

４

○
○
し
て
飲
ん
じ
ゃ
、
い
け
な
い

と
♪

５

も
ち
米
の
粉
を
焼
い
た
皮
と
皮
の

間
に
あ
ん
こ
を
入
れ
た
和
菓
子

６

内
部
が
な
く
な
っ
て
残
っ
た
外
側

７

粘
土
を
板
状
に
し
て
焼
い
て
作
っ

た
も
の

８

自
慢
す
る
人
。
釣
○
○
○

９

分
不
相
応
の
大
き
な
望
み

10

薬
品
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
薄
め
た
液

体
。
ヨ
ー
ド
○
○
○

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

１

七
福
神
の
一
人
。
毘
沙
門
天

４

物
事
が
一
様
に
な
っ
て
い
な
い
さ

ま
６

も
ち
米
の
粉
に
砂
糖
を
加
え
、
ふ

く
れ
る
よ
う
に
焼
い
た
菓
子

11

マ
グ
ロ

12

○
○
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る

13

肩
の
上
部
。
か
た
さ
き

14

金
属
光
沢
を
有
す
る
暗
紫
色
の
結

晶
。
元
素
記
号
Ｉ

15

⇔

外

16

晴
れ
て
い
た
空
が
雲
な
ど
で
お
お

わ
れ
る
天
気

17

金
で
作
ら
れ
た
硬
貨

■ＡからＧまでの文字を並び変えると……

定年後のキャリア志向
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家庭欄のページ ＊この面に｢クイズの正解｣を掲載していますが、｢問題｣

は10面にあります。

◎
下
の
絵
は
上
の
絵
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て｢

７
つ
の
間
違
い｣

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
印
刷
上
の
汚
れ
や
か
す
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン
の
濃
淡
は
間
違
い
と
は
し
ま
せ
ん
。

①
窓
辺
に
花
が
飾
っ
て
あ
る

②
テ
レ
ビ
の
番
組
が
違
っ
て
い

る
③
お
盆
の
お
菓
子
が
ジ
ュ
ー

ス
に
④
女
の
子
の
座
り
方
⑤
後

ろ
に
座
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん

の
手
⑥
お
じ
い
さ
ん
に
ヒ
ゲ
が

は
え
て
い
る
⑦
お
じ
い
さ
ん
の

持
っ
て
い
る
新
聞
が
本
に
。

西林マロの

内
閣
府
が
昨
年
実
施
し
た
「
消

費
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
携

帯
電
話
の
平
均
使
用
年
数
は
４

・
３
年
。
な
お
、
内
閣
府
経
済

社
会
総
合
研
究
所
景
気
統
計
部

に
よ
る
と
、
10
年
前
は
３
・
２

年
、
20
年
前
は
２
・
２
年
だ
っ

た
。

し
か
し
高
価
格
化
と
高
性
能

化
に
伴
い
、
２
０
２
５
年
現

在
、
す
で
に
２
年
を
超
え
て
は

る
か
に
長
く
端
末
を
使
用
す
る

人
が
増
え
て
い
る
。

買
い
替
え
理
由
の
1
位
は
「
故

障
」
で
全
体
の
38
・
７
％
。
「
上

位
品
目
へ
の
移
行
」
24
・
３
％

の
た
め
、
「
新
し
い
機
種
が
出

た
か
ら
買
い
換
え
た
」
よ
り
も

「
壊
れ
た
か
ら
仕
方
な
く
買
い

換
え
」
の
人
が
多
い
。
２
年
周

期
で
買
い
替
え
な
く
と
も
ス
マ

ホ
は
性
能
的
に
十
分
で
、
む
し

ろ
バ
ッ
テ
リ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
長
期
利
用
の
カ
ギ
だ
。

ス
マ
ホ
は
何
年
使
え
る
？

Ｏ
Ｓ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
期
間
か
バ
ッ
テ
リ
ー
寿
命
か

◎
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の

正
解
は
「
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
」

で
し
た
。

答えは「リビングルーム」
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完全失業率12月

1月30日発表の12月の「労働
力調査(基本集計)」速報値に
よると、完全失業率(季節調整
値)は2.6％で前月と同率。完
全失業者数は166万人。

■総務省

2.6％

有効求人倍率12月

1月30日発表の｢一般職業紹
介状況｣12月の有効求人倍率
(季節調整値)は1.19倍で、前
月に比べて0.01ポイント上昇
した。

■厚生労働省

1.19倍

仕事より余暇

「レジャー白書2024」によ
ると、仕事と余暇のどちらを
重視するかを尋ねたところ、
約3分の2（65.7％）が「余暇
を重視する」傾向にあった。

■日本生産性本部

余暇重視65.7％

日本の総人口

2026年1月1日現在の総人口
(概算値)は1億2295万人で、前
年同月に比べ60万人の減少。2
5年8月1日現在(確定値)は、総
人口1億2326万8000人。

■総務省人口推計

1億2295万人

女性平均寿命

2025年7月25日に公表された
2024年「簡易生命表」による
平均寿命(０歳の平均余命)は
女性87.13歳に。女性は40年連
続で世界一だ。

■厚生労働省

87.13歳

消費者物価指数

11月の全国消費者物価指数
の総合指数は111.9と、前年に
比べ3.2%の上昇。生鮮食品を
除く総合指数は111.2と、前年
に比べ3.1%の上昇。

■総務省

111.9

男性平均寿命

2025年7月25日に公表された
2024年「簡易生命表」による
平均寿命(０歳の平均余命)は
男性81.09歳に。男性は前年と
変わらなかった。

■厚生労働省

81.09歳

11月の実質賃金

毎月勤労統計調査によると、
実質賃金は前年同月比2.8％減
で、11カ月連続のマイナス。
現金給与総額は同0.5％増の31
万202円。

■厚生労働省

31万202円

就業者数12月

1月30日に公表した｢労働力
調査｣(速報)によると、12月の
就業者数は6842万人と、1年前
に比べ31万人の増加。41カ月
連続の増加。

■総務省

6842万人

離職率

2025年上半期雇用動向調査
によると、年初の常用労働者
数に対する割合である離職率
は8.1％（前年同期比0.3ポイ
ント低下）。

■厚生労働省

8.1％

入職率

2025年上半期雇用動向調査
によると、年初の常用労働者
数に対する割合である入職率
は8.9％（前年同期比0.1ポイ
ント低下）。

■厚生労働省

8.9％

生活保護件数

生活保護法に基づく「被保
護者調査」(2025年９月分概数)
で、保護開始世帯数は1万9352
世帯。被保護世帯は164万5714
世帯だった。

■厚生労働省

164万世帯

＊このページの記事は、空きスペースなどに１項目ずつ使うと効果があります。一つのデータは１段
６行幅で仕上げています。新しいデータを入手した段階で部分的に書き直しています。

労組組織率

2025年「労働組合基礎調査」
によると、25年6月30日現在の
推定組織率は16.0％で、前年
比0.1ポイント低下し、過去最
低。組合員数は992万7000人。

■厚生労働省

16.0％

市区町村間移動

住民基本台帳人口移動報告
(2025年12月結果)によると、
市区町村間移動者数は35万817
1人で、前年同月に比べ8359人
の増加。

■毎勤統計確報

30万9853人

合計特殊出生率

2025年6月5日発表の、1人の
女性が生涯に産む子どもの数
を示す合計特殊出生率は1.15
で過去最低。出生数は68万606
1人で、70万人を下回った。

■厚生労働省

1.15

午年生まれ人口

午年生まれの人口は940万人
で総人口１億2296万人に占め
る割合は7.6％。新成人人口は
前年と同数の109万人。総人口
に占める割合は0.89％。

■総務省統計局

940万人

2026年の賃上げ

景気定点観測アンケート調
査によると、2026年に賃上げ
を「実施予定」と回答したの
は73.8％（前年同期と同値）
となった。

■経済同友会

予定73.8％

労災の死亡者数

労働災害発生状況について
(１月速報値)によると、死亡
者数は634人で5.9％減(前年同
期比)。業種別では、陸上貨物
運送事業の29.9％減が最多。

■

634人

喫煙習慣あり

2024年の国民健康・栄養調
査によると、習慣的に喫煙し
ている人は14.8％で、過去12
年間で最低。男性24.5％、女
性6.5％。

■厚生労働省

14.8％
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